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4 月 26 日 
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全国一般大阪地方労働組合 
大阪市中央区本町橋２－２３ 
ＴＥＬ ０６－４３０１－４６５５ 
ＦＡＸ ０６－４３０１－４６５６ 
発  行  人  福 島 憲 一 
編  集  人  道 脇   清 

 

全
国
一
般
大
阪
は
、
３
月
30
日
、
第
１
回
単
組
代
表

者
会
議
を
開
催
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
継
続
し
、
物
価
が
高

騰
す
る
中
で
12
組
合
支
部
22
名
の
職
場
の
仲
間
の
参
加

の
も
と
標
記
の
会
議
を
PLP
会
館
で
行
い
、
春
闘
な
ど
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
提
起
・
報
告
、
協
議
を
深
め
た
。 

 

大
田
書
記
次
長
の
開
会
、
座
長
に
横
田
副
委
員
長
を
選

出
し
、
議
事
を
進
め
た
。
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
福
島

委
員
長
は
「
引
き
続
く
コ
ロ
ナ
禍
の
2022
春
闘
は
大
手
に

続
き
、
中
小
の
闘
い
が
本
番
に
な
る
が
困
難
な
状
況
を
吹

き
飛
ば
し
、
争
議
組
合
支
援
へ
の
と
り
く
み
要
請
、
参
議

院
選
挙
闘
争
に
全
力
を
あ
げ
よ
う
」
と
檄
を
飛
ば
し
た
。 

議
事
で
は
、
道
脇
書
記
長
が
2022
春
闘
中
間
点
検
と
４

月
段
階
の
課
題
に
つ
い
て
提
起
し
た
。
春
闘
の
と
り
く
み

で
は
、
32
組
合
支
部
要
求
平
均
１
万
1797
円
（
3.87
％
： 

 

27
組
合
支
部
）
、
回
答
は
９
組
合
支
部
平
均
4857
円

（
1.73
％
：
８
組
合
支
部
）
と
な
っ
て
お
り
、
４
月
段

階
で
の
と
り
く
み
が
本
格
化
す
る
。
交
渉
で
は
、
燃
料

等
の
物
価
高
と
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
で
生
活
へ
の
し
わ
寄

せ
が
あ
る
な
か
で
生
活
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
に
は
、

生
活
防
衛
・
向
上
に
向
け
て
賃
金
引
き
上
げ
は
重
要
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
大
手
と
中
小
や
正
規
と
非
正
規

労
働
者
の
格
差
是
正
・
縮
小
と
処
遇
改
善
の
課
題
も
あ

り
、
継
続
す
る
コ
ロ
ナ
対
策
と
あ
わ
せ
た
と
り
く
み
が

重
要
と
な
っ
て
お
り
、
連
携
を
深
め
て
対
応
し
よ
う
と

提
起
し
た
。
具
体
的
に
は
、
多
く
の
職
場
で
昨
年
実
績

を
上
回
っ
て
お
り
、
回
答
引
き
出
し
に
向
け
強
化
し
て

い
く
。
職
場
の
と
り
く
み
で
は
、
多
く
の
職
場
で
要
求

提
出
し
、
交
渉
を
進
め
て
い
る
。
永
大
産
業
労
組
は
定 

 

ェ
イ 

    

し
、
交
渉
を
進
め
て
い
る
。
永
大
産
業
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ

管
制
労
組
で
は
定
昇
を
確
保
、
マ
ル
カ
ミ
物
流
支
部
で

は
定
昇
プ
ラ
ス
賃
上
げ
を
獲
得
し
て
い
る
が
多
く
の

職
場
で
は
こ
れ
か
ら
交
渉
が
本
格
化
し
て
い
く
。
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
問
題
で
は
、
本
部
の
統
一
要
求
書
（
特

別
有
給
休
暇
＝
特
休
、
の
協
定
化
な
ど
）
を
基
に
交
渉

し
、
特
休
の
協
定
化
を
確
保
（
ハ
イ
ウ
ェ
イ
管
制
労
組
）

し た
職
場
を
含
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
全
力
を
上
げ
て 

 

 

２
０
２
２
春
闘
追
い
上
げ
よ
う
！ 

第
１
回
単
組
代
表
者
会
議
開
催
、
格
差
・
縮
小
を
図
ろ
う
！ 

昇
確
保
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
管
制
労
組
は
定
昇
と
ベ
ア

を
確
保
、
マ
ル
カ
ミ
物
流
支
部
で
は
定
昇
プ
ラ
ス

賃
上
げ
、
ア
イ
エ
ス
ケ
ー
・
日
本
シ
ー
ル
労
組
は

昨
年
増
を
獲
得
。
ま
た
、
職
場
報
告
で
は
12
組
合

支
部
か
ら
引
き
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
問
題
な
ど
困
難

な
中
で
、
仕
事
量
の
減
少
や
売
り
上
げ
減
な
ど
厳

し
い
職
場
か
ら
の
と
り
く
み
、
課
題
報
告
が
な
さ

れ
た
。
そ
の
た
め
今
後
は
雇
用
と
生
活
の
確
保
に

向
け
て
と
り
く
み
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
執
行
部
を
中
心
に
毎

年
恒
例
の
春
闘
職
場
オ
ル
グ
を
展
開
（
４
月
18
～

22
日
）
し
、
職
場
の
と
り
く
み
の
現
状
と
課
題
を

把
握
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
確
認
し
、
池
堂
副
委

員
長
の
閉
会
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
終
え
た
。 

組合・支部 要求額 要求率 一時金要求 諸 要 求 回答額 回答率 一時金等 提出回答 

永 大 産 業 6,000 2.29 夏季 2.2 ヶ月 一時金基礎額化 ◎3,135 1.20  4/4 

さ か え 清 掃   年間 5 ヶ月 定年延長   難関 5 ヶ月 4/ 

常 陽 興 業 5,500 1.30 年間 5 ヶ月 定年延長 ◎3,080 0.73 難関 5 ヶ月 3/17 

泉 都 興 業     年間 5 ヶ月 定年延長    4/ 

Ｓ Ｙ Ｃ 15,000 3.67 5.3 ヶ月/年 定年延長    4/9 

羽 曳 野 委 託 15,000 3.09 5.3 ヶ月/年 定年延長    3/25 

日 光 15,000 4.39 5.3 ヶ月/年 定年延長    3/25 

金 岡 興 業 15,000 3.90 5.3 ヶ月/年 定年延長    3/25 

河 内 長 野 清 掃 15,000 6.31 7.0 ヶ月/年 定年延長    4/21 

エ ス ワ イ ミ ハ ラ 13,500 4.01 5.3 ヶ月/年 定年延長    4/14 

和泉委託金楽商事 15,000 5.20 年間 4.5 ケ月 定年延長 6,540 2.27 年間 3 ヶ月 4/12 

黒 川 乳 業 6,000 2.62 夏季 2 ヶ月 営業手当 ◎2,150 0.94 夏 12 万円 4/15 

電 子 専 門 学 校 13,500 3.71 年間 5 ヶ月 嘱託社員の賃金増    4/1 

ﾄ ｰ ｴ ｰ 産 業 ﾎ ｰ ﾑ 13,500 4.03 夏季 3 ヶ月 パート一時金 10 万    3/15 

内 藤 証 券 15,000 3.99  夏季 3 ヶ月 新賃金処遇改定    4/22 

ｿ ﾆ ｰ ﾏ ｰ ｹ ﾃ ｨ ﾝ ｸ ﾞ 17,500 5.87 年間 7.8 ヶ月 定年・雇用延長    3/31 

日 本 工 業 試 験 所 8,000 3.15   出張手当増 4,000 1.57  3/25 

経 大 生 協 13,500 5.48  年 4.5 ヶ月    4/  

ア イ エ ス ケ ー 8,000 3.10   ◎6,500  2.70  4/14  

日 本 シ ー ル 6,500 2.50   ◎5,500 1.98  3/ 

ハ イ ウ ェ イ 管 制 11,000 3.98    夜間手当増 ◎6,806 2.45  4/14 

サ ン ビ ー 10,000 2.99 夏季 2 ヶ月 要員補充    3/ 

前 川 13,500 5.38 年間 3.7 ヶ月 福利厚生    3/29 

日 照 10,000 3.81 夏 2 ヶ月超    5/ 

言 語 交 流 研 究 所 13,500 4.26 年間 3 ヶ月 時給 50 円増    4/ 

サ ン プ ラ ザ 8,500 3.81 年間 3 ヶ月 時給 50 円増    4/14 

マ ル カ ミ 物 流 13,500   年間 4.5 ヶ月 みなし残業設定 ◎6,000   3/25 

都 島 自 動 車 学 校 13,500 4.99   時給 50～60 円増    3/31 

イ シ イ 10,000 3.72      4/19 

興 産 管 理 サ ー ビ ス 7,000 3.42      3/15 

丸 文 13,500 3.38 年間 5 ヶ月    4/27 

新 関 西 国 際 空 港 13,500   年間 5 ヶ月 無期・正社員化    3/ 

ア レ ス 10,000     職場環境改善    4/6 

ハ ニ ュ ー フ ー ド 13,500   パート 50 円増    4/27 

平 均 11,797 3.87   4,857 1.73   

32 組合支部 27 組合支部   9 組合 8 組合    

 

 

2022

春
闘
の
と
り
く
み
状
況
と
回
答
引
き
出
し 

解
決
促
進
に
向
け
職
場
オ
ル
グ
を
展
開
 !  

全
国
一
般
大
阪
地
方
労
働
組
合 

書
記
次
長 

太 

田 

崇 

晴 

2022
年
４
月
18
日
（
月
）
か
ら
４
月
22
日
（
金
）
の
５
日

間
か
け
て
、
毎
年
恒
例
の
職
場
オ
ル
グ
（
昨
年
は
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
中
止
）
を
行
い
、
合
計
で
21
の
職
場
を
回
り
取
り

組
み
の
現
状
と
課
題
、
春
闘
の
回
答
状
況
な
ど
の
把
握
を
し

て
き
ま
し
た
。
春
闘
の
回
答
状
況
は
、
例
え
ば
、
ハ
イ
ウ
ェ

イ
管
制
労
組
は
従
来
の
定
昇
プ
ラ
ス
5,000
円
ベ
ア
の
回
答

（
合
計
6,806
円
）
を
獲
得
、
日
本
工
業
試
験
所
は
経
営
が
厳

し
い
中
、
定
昇
の
確
保
と
賃
金
カ
ッ
ト
の
撤
廃
を
勝
ち
取

り
、
ア
イ
エ
ス
ケ
ー
労
組
は
売
上
が
昨
年
よ
り
も
上
が
っ
て

い
て
当
初
は
5,000
円
の
回
答
だ
っ
た
が
交
渉
を
重
ね
た
結
果

6,500
円
を
勝
ち
取
り
妥
結
し
ま
し
た
。
マ
ル
カ
ミ
物
流
支
部

は
手
当
込
み
の
6,000
円
以
上
を
獲
得
し
ま
し
た
。
他
の
職
場

も
今
月
末
か
ら
５
月
中
に
か
け
て
の
回
答
引
き
出
し
、
妥
結

を
目
指
し
て
奮
闘
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

    

     

同
時
に
各
職
場
で
の
問
題
点
な
ど
の
聞
き
取
り
を
し
ま

し
た
。
何
処
の
職
場
も
コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
売

上
が
昨
年
並
み
か
そ
れ
以
下
の
と
こ
ろ
が
多
く
、
現
状
が
厳

し
い
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
原
油
高
や
原
材
料
の
高
騰
で
値

上
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ

イ
ナ
の
問
題
で
輸
入
商
材
の
高
騰
な
ど
、
社
会
情
勢
な
ど
が

直
接
的
に
影
響
を
受
け
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
雇

用
調
整
助
成
金
を
活
用
し
て
何
と
か
絶
え
て
い
る
職
場
や
、

人
員
不
足
に
悩
む
と
こ
ろ
、
60
歳
以
上
の
定
年
延
長
に
よ

る
賃
金
低
下
の
問
題
、
組
合
員
の
高
齢
化
で
の
賃
金
の
規
定

を
ど
う
す
る
か
、
退
職
金
規
定
や
定
数
の
問
題
、
な
ど
聞
き

取
り
を
す
る
と
様
々
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
職
場
が
多

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
す
べ
て
に
応
え
る
の
は
容
易
で

は
な
い
が
、
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
問
題
を
解
決
し
て
い
く
よ

う
努
力
す
る
つ
も
り
で
す
。 

 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
職
場
オ
ル
グ
に
参
加
し
て
下
さ
っ

た
執
行
部
の
み
な
さ
ん
、
そ
し
て
運
転
手
を
し
て
下
さ
っ
た

皆
さ
ん
に
は
改
め
て
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

 

 



 

当面のスケジュール     
【2022/4】 
・4/26(火)17:00 電子専門学校労組臨時大会  職場 

18:00 南大阪地域協議会ＷＥＢ  永大産業労組 
・4/27(水)18:30 内藤証券労組弁打合せ   護士事務所 
・4/28(木)15:00 組織相談    全国一般大阪事務所  

18:30 東南地域協議会   サンビー労組 
・4/29(金)12:00 木畑議員 10 周年   堺市 
【2022/5】 
・5/01(日)10:00 第 93 回大阪地方メーデー     大阪城公園太陽の広場 

・5/03(火)14:00 輝け憲法！平和といのちと人権を！おおさか総がかり集会 
       扇町公園 
・5/07(土)13:00 第 21 回大阪地方自治研究集会 WEB 併用 ヴィアーレ大阪 
・5/13(金)15:00 阪南地域協議会   サンスクエア堺 
     18:00 委託連合執行委員会   大野コミュニティ 
・5/14(土)14:00 中国ブロックオルグＷＥＢ  岡山市 
     18:00 ユニオンおおさか執行委員会  全国一般大阪事務所 
・5/15(日)09:30 全国一般四役・幹事会 WEB併用  自治労会館 
     13:30 全国一般委員長書記長会議 WEB 併用  自治労会館 
・5/16(月)18:30 第 8回執行委員会   全国一般大阪事務所 
・5/17(火)16:00 府本部第 3 回組織強化委員会  ＰＬＰ会館 
・5/20(金)15:00 関西ブロック幹事会   全国一般大阪事務所 
     18:30 青年女性部幹事会   全国一般大阪事務所 
・5/21(土)15:00 第 86 回中小労働運動セミナー  全国一般大阪事務所 
     18:00 ユニオンおおさか学習交流会  エルおおさか 
・5/25(水)18:30 北大阪地域協議会   全国一般大阪事務所 
     18:30 NPO 労働と人権ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ第 14 回総会  エルおおさか 
・5/29(日)13:00 老朽原発廃炉大集会   エルおおさか 
・5/30(月)18:30 第 2 回単組代表者会議   全国一般大阪事務所 

 

団体交渉・オルグ等 

『2022 年』 

・4/27(水) 

13時半 ハニューフード支部団交 

18 時半 丸文支部団交 

・4/28(木)18 時  

サンプラザ労組交渉 

・5/1(日)15 時 

   猪熊商会支部オルグ 

・5/10(火)18 時半 

  イシイ支部団交 

・5/11(水)18 時 

和泉委託金楽支部団交 

・5/12(木)19 時  

大阪市育成会労組団交 

・5/13(金)18 時半 

内藤証券労組団交 

・5/18(水)18 時半 

   前川労組執行委員会 

・5/19(木)18 時半  

サンプラザ労組執行委員会 

・5/23(月)18 時半  

エスワイミハラ労組団交  

・5/26(木)14 時 

  サンプラザ労組団交 

地裁・労働員会日程 
◇サンプラザ労組 
 ・不当労働行為救済申立(36 号)  2021/8/5 
・労使安定化協定問題あっ旋作業・合意  2022/2/28 
・第 6回調査         2022/4/18（次回 5/12） 

 ◇内藤証券労組 
 ・第 2次不当労働行為救済申立(34 号) 2021/7/16 
・追加申立（61号）          2021/10/29 
・第 5回調査（34・61 号併合）   2022/4/18（次回 5/30） 

 ◇大阪市育成会労組 
  ・斡旋申請     2022/1/28 
  ・第 2回斡旋作業      2022/4/13（次回 6/1） 
◇マテロックス支部 
・解雇撤回地位保全確認訴訟   2019/7/4 
・和解・合意    2022/3/9 

  ・不当労働行為救済申立   2019/9/2 
   ・府労委勝利命令  2020/5/10    会社地裁取消訴訟 2021/6/7 

・第 4回地裁弁論      2022/4/18(次回 6/8) 
◇シークス支部 

  ・解雇撤回労働審判申立   2019/5/14 
  ・第 3回審判（勝利）   2019/9/2 
  ・地裁最終弁論 2021/12/17  敗訴判決  2022/3/28 
  ・高裁控訴     2022/4/6 
 ◇ホロニクスグループ支部 
  ・解雇撤回地保全仮処分申立   2020/9/15 
  ・勝利決定    2021/2/15     本訴提訴  2021/3/18 
  ・第 6回弁論       2022/3/4(次回/4/22) 
 ◇ホロニクス・医誠会損害賠償請求訴訟 

・損賠訴訟                        2020/12/25 
・弁論      2022/2/15(次回 4/27) 

 ◇都島自動車学校支部  
  ・不当労働行為救済申立(24 号)             2021/5/12 

・第 2回審問        2022/4/22(次回和解 5/19) 
   

第 26 回参議院選挙 
立憲民主党全国比例区 

自治労組織内候補 

鬼木
お に き

 誠
まこと

(前書記長） 
 

 

 

 

 

 
立憲民主党大阪選挙区 

石田
い し だ

敏
と し

高
た か

(19 区支部長) 
ご支援をよろしく 
お願いします。 

 
 
 

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
第
27
回
総
会
へ
参
加  

全
国
一
般
大
阪
地
方
労
働
組
合 

書
記
次
長 

太 

田 

崇 

晴  

2022
年
４
月
23
日
（
土
）
13
時
半
よ 

り
、
第
27
回
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
の
総 

会
が
神
戸
の
ホ
テ
ル
北
野
プ
ラ
ザ 

六
甲
荘
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
初 

は
１
月
の
開
催
予
定
だ
っ
た
が
、
オ 

ミ
ク
ロ
ン
株
の
広
が
り
の
影
響
で 

蔓
延
防
止
等
重
点
措
置
の
た
め
延 

期
と
な
り
、
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

各
地
方
労
組
か
ら
は
、
滋
賀
３
名
、
京
都
１
名
、
奈
良
３
名
、
大

阪
16
名
、
兵
庫
12
名
の
合
計
35
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

兵
庫
地
方
労
組
の
菊
本
副
委
員
長
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
始

ま
り
、
総
会
議
長
は
道
脇
副
議
長
（
大
阪
）
が
務
め
、
そ
の
後
は

滋
賀
地
方
労
組
の
加
藤
議
長
が
あ
い
さ
つ
、
活
動
報
告
を
兵
庫
地

方
労
組
の
事
務
局
長
が
行
い
、
2021
年
の
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
し

た
。
そ
の
後
は
木
下
会
計
（
大
阪
）
が
会
計
報
告
と
会
計
監
査
報

告
が
行
わ
れ
、
引
き
続
き
事
務
局
長
が
2022
年
の
活
動
方
針
案
を
提

案
し
ま
し
た
。
特
に
今
後
の
課
題
と
し
て
組
織
強
化
と
拡
大
と
い

う
面
で
、
専
従
役
職
員
の
役
割
と
争
議
組
合
へ
の
相
互
支
援
の
体

制
の
強
化
等
が
重
要
だ
と
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
２

名
が
発
言
、
現
状
の
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
触
れ
、
議
論
に
な
り
ま
し
た
。
各
地
方
労
組
の
2022
春
闘
・

争
議
報
告
が
行
わ
れ
、
奈
良
は
米
田
書
記
長
、 

滋
賀
は
前
田
書
記
長
、
大
阪
は
太
田
書
記
次
長
、
兵
庫
は 

西
川
書
記
長
が
報
告
・
発
言
し
ま
し
た
。
大
阪
の
報
告
と 

し
て
は
各
職
場
オ
ル
グ
（
４
・
18
～
22
）
を
実
施
し
た 

こ
と
、
春
闘
要
求
の
回
答
額
は
去
年
よ
り
も
増
で
あ
り
、 

４
・
23
現
在
で
６
組
合
が
妥
結
（
平
均
5025
円
）
、
月
内
の 

決
着
を
目
指
し
て
奮
闘
し
た
い
と
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し 

た
。 

 

休
憩
を
は
さ
ん
で
、
後
半
は
、
武
村
二
三
夫
弁
護
士
に 

よ
る
講
演
「
憲
法
改
正
を
め
ぐ
る
動
き
と
労
組
の
役
割
」 

が
あ
り
ま
し
た
。
憲
法
９
条
の
条
文
の
解
説
と
現
状
を
説 

明
し
て
頂
き
、
立
憲
主
義
の
本
質
や
改
憲 

手
続
き
の
概
要
と
し
て
国
民
投
票 

の
件
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
ま 

し
た
。
質
疑
応
答
で
は
３
名
が
発 

言
、
緊
急
事
態
条
項
に
つ
い
て
の 

質
問
に
対
し
て
、
他
の
法
律
で
対 

応
で
き
る
部
分
は
そ
う
す
る
べ
き 

で
、
権
力
を
集
中
さ
せ
る
よ
う
な 

こ
と
は
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
熱 

弁
し
て
い
ま
し
た
。
最
後
は
奈
良 

地
方
労
組
の
米
田
書
記
長
が
閉
会 

の
あ
い
さ
つ
を
し
、
団
結
が
ん
ば 

ろ
う
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

「止めよう戦争への道」4/17 集会・デモ実現 
4 月 17 日、「止めよう！戦争の道」集会が大阪平和人権センター、

しないさせない戦争協力などの実行委員会が主催してエルおおさかで
開催され、全国一般大阪の仲間も 14 名参加した。ロシアの軍事侵略、
ウクライナでの悲惨な戦争が継続し日本でも軍事力増強が叫ばれる
中、大阪教祖、自治労など労働組合を中心に 600 名の仲間が結集して
戦争反対の集会を実現、大阪市内をデモ行進して反戦の声を上げた。 
集会では、主催者が、ロシアの軍事侵略はアメリカのイラク侵略と

同様の国際法違反の侵略であり、許されないと弾劾した。また、日本
国内で安倍元首相が核共有論や台湾有事の参戦を提起するなど軍事力
増強、戦争への動きが加速していることに対して反対運動を強めるこ
とを訴えた。 
水島朝穂・早大教授の講演では、ロシアのウクライナ軍事侵略とそ

の背景が明らかにされた。プーチン大統領は、ベラルーシを同盟国、
ウクライナを最後の砦と位置づけ NATO の東方拡大に恐怖、敵意をもち
ながら、2020 年に大統領権限を強化する愛国主義的な憲法改悪を実現
し戦争遂行体制をつくったこと、またウクライナでは 2014 年の親米政
権の樹立以降、ロシアのクリミア併合、ドンバス地方で内戦継続があ
りウクライナの軍事力増強が進んだこと、戦争の背景にはアメリカ（ロ
シア）などの軍需産業の思惑があること、等々・・・。 
矢野宏・新聞うずみ火代表の講演では、ロシア侵攻に便乗する「火

事場泥棒たち」と題して、日本の「核共有論」や憲法改悪（特に９条
改悪と緊急事態条項創設）を取り上げた。維新の松井代表は「核をも
っている国が戦争を仕掛けている。昭和の価値観のまま令和も行くの
か」と語り、緊急事態条項創設を参院選の公約にすると公言している。
矢野代表は維新と自民は急接近しながら国民民主、公明党を巻き込ん
で憲法審査会、国民投票実施に向け突き進んでいるとして警鐘を乱打
した。矢野代表はワイマール憲法の中の緊急事態条項を使ってヒトラ
ーが独裁体制を作り出したと批判しながら「どこの国も敵にしない知
恵をもつべき、平和外交こそ、最大の安全保障だ」と強く訴えた。 
こうした集会の提起を受け参加者は反戦の意思、憲法改悪阻止の意

思を固め、改憲反対、戦争反対のシュプレヒコールをあげながら扇町
公園までデモ行進を行った。すべての仲間の皆さん！4/17 集会・デモ
をふまえ 5/3 憲法集会に参加しよう！ 

 

 


